
長野市産業立地ビジョン（案）に対する

市民意見等の募集（パブリックコメント）の

結果について
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長野市 経済産業振興部 企業立地課



(1) 実施概要

(２) 実施結果

・ 意見等の提出者数 ３名
・ 意見等の件数 ５件

対応区分 対応方針 件数

１ ビジョン（案）を修正する。 ０件

２ ビジョン（案）に盛り込まれており、修正しない。 ０件

３ ビジョン（案）を修正しないが、今後の取組において検討又は参考とする。 ３件

４ 検討の結果、ビジョン（案）を修正しない。 ０件

５ その他（質問への回答、状況説明など） ２件

合計 ５件

募集期間 令和６年８月19日（月）から９月19日（木）まで

公表方法 記者会見、広報ながの９月号、市ホームページ、窓口での閲覧

ビジョン（案）の閲覧場所、
意見・提案用紙の配布窓口

市役所企業立地課、各支所、行政資料コーナー、ホームページ

提出方法 ながの電子申請サービス、メール、郵送・FAX、持参
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※ 錯誤修正及び、一部表現の修正を行いました。

・ 意見等に対する対応



該当ページ・内容 意見等の内容 市の考え方

1ページ
1.1 策定の目的

51ページ
第７章 立地環境
整備

策定の目的が人口減少・少子高齢化や首
都圏への一極集中が懸念され、それを補う
環境整備として産業立地ビジョンがあるな
らば、長野市に住んで働いてもらう政策も
併せて加えてほしい。又は並行で示してほ
しい。

第７章の立地環境整備で人材確保が必要
としている中で、候補地の近隣の利便性の
良い市街化調整区域への住宅建設を可能に
し、県外からの移住を促進するなど、産業
立地と同様に都会にはない長野市のメリッ
トを生かしてほしい。

市街化調整区域は、住宅建築等の開発を
抑制すべき区域であり、原則、住宅団地の
造成等はできません。また、市内では住宅
総数が増加傾向である一方、空き家は増加
しており、住宅については、量的には充足
しており、住宅建築を市街化調整区域で可
能にする例外的取扱の必要性は認められま
せん。

産業立地施策を進める中で、従業員の住
まいも生活基盤の１つの要素でありますの
で、今後の取組の参考とさせていただきま
す。

10ページ
2.2 製造業の特徴

20ページ
3.1 立地意向につ
いて

付加価値額が相対的に低い産業を支援し
て底上げを図る選択肢と、付加価値が高い、
または客観的かつ論理的に今後高くなるポ
テンシャルがある産業を中心に支援する選
択肢の比較検討をした結果が掲載されてお
らず、製造業の底上げを図る必要があると
結論づけていることの説明が不足している。

また、産業用地の確保の根拠となるアン
ケートも対象業種が偏っており恣意的では
ないか。

本ビジョンは、製造業のみならず各種推
進分野の企業立地を推進することにより、
経済基盤強化や持続的な発展を図ろうとす
るものです。今後、ビジョンの実現に向け
た取組を進める中で、より政策効果の高い
業種や企業の立地を検討していきます。

また、アンケート調査については、産業
立地の受け皿となる産業用地について、そ
の需要を確認するために実施したものであ
り、相当程度の需要が確認されました。
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対応区分3 ビジョン（案）を修正しないが、今後の取組において検討又は参考とする （1/2）

(3) 意見等の内容と市の考え
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該当ページ・内容 意見等の内容 市の考え方

53ページ
7.2 財政的支援の
充実

助成金・補助金、減税、融資以外にも、
事業リスクに応じたエクイティファイナン
スに関する支援は存在しており、長野市の
財政支援として多様な財政的支援の在り方
を示す上においても、エクイティファイナ
ンスの支援項目も追加するもしくは、記載
しない理由を明記すべきではないか。

この項目では、行政が主体となる財政的
支援を整理しています。

社会の変化に伴い、様々な資金調達手法
が出てきている中で、長野市が果たすべき
役割を含め、効果的な支援方法について研
究していきます。

対応区分3 ビジョン（案）を修正しないが、今後の取組において検討又は参考とする （2/2）
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対応区分５ その他（質問への回答、状況説明）

該当ページ・内容 意見等の内容 市の考え方

17,18ページ
2.4 本市経済を取
り巻く社会経済
情勢

52ページ
7.1 人材確保・育
成支援の強化

56ページ
7.4 魅力あるまち
づくり

若年層の転出超過への対策として、ライ
フスタイルや価値観の多様化への対応ほか、
若者が求める働き先の確保や柔軟な働き方
などに言及しているにもかかわらず、それ
らとの関連や若年層の人口流出対策として
有効であるという根拠を示さないまま製造
業の強化とそのための団地造成・企業誘致
という旧態依然の手法を進めようとしてお
り、目指す姿と進める手法が整合していな
いのではないか。

本ビジョンは、製造業のみならず各種推
進分野の企業立地を推進することにより、
経済基盤強化や持続的な発展を図ろうとす
るものです。

さらには、人を呼び込み都市の活力を高
めていくため、若年層を含む働く人の視点
での魅力あるまちづくりを目指しているも
のです。

56ページ
7.4 魅力あるまち
づくり

20代の女性は、長野市にあまり魅力を感
じなかったり、生きづらさを感じ、もっと
良さそうなところへ出ていってしまうので
はないか。長野駅周辺へ行っても日常から
離れたり逃がれて自分と向き合う時間を過
ごせる居場所がないと思う。

心を癒し満たしてくれる芸術や音楽等は、
生きる上で大切だと思うので、そこでどう
過ごしどんな気持ちになるかといったこと
も考えて決めてほしい。木の温かみを感じ
る図書館か書店に広いカフェがあり、レ
コードや海外の雑貨を置いたゆったり過ご
せ一息つける素敵な場所があったらと思う。

本ビジョンは、若い世代の人口流出を１
つの背景とする中、産業立地を通じ、人を
呼び込み都市の活力を高めていくため、若
年層を含む働く人の視点での魅力あるまち
づくりを目指しているものです。

市民や地域、行政、企業や教育機関など
様々な主体が連携して、若者が働き・暮ら
したいまちづくりにも取り組んでいきます。


